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９月は「区加入促進月間」です！

区に加入しませんか？

　「区（自治会）」は、その地区に暮らすみなさんでより良い
地域社会を築いていく組織です。
　ごみ問題、防災、防犯等生活する上で、あなたや家族だ
けでは解決できない「地域の課題」を「地域で解決」し、「安全
で住み良いまち」を築いていくために活動しています。

　区長、または最寄りの常会長・組長にお申
し出ください。世帯単位での加入になります。
加入する区や区長の連絡先がわからない場合
は、役場総務課庶務担当へお問合せください。

防災・防犯・交通安全

環境美化・整備

ふれあい交流

行政や地域の情報提供

　自主防災会を組織し、住民同士がいざと
いうときに助け合える力を養っています。
　住民が安心して暮らせるよう防犯灯の設
置・管理をはじめ、子
どもたちの見守り、防
犯パトロールの実施等、
地域安全にも取り組ん
でいます。

　地域をきれいに保ち、
気持ちよく暮らせるよ
う、ごみの収集場所の
維持管理や草刈・清掃
活動等を行っています。

　祭礼、運動会、盆踊り、敬老
会等、各種の行事等を開催し、
地域住民の親睦・交流を深める
活動を行っています。

　「広報たけとよ」の配布や回覧板等で、
地域の情報、行事案内といった様々な
情報が住民のみなさんに届けられます。

区とは？

区に加入するには

こんな活動をしています

問合せ  役場総務課
問
合
せ　

役
場
秘
書
広
報
課

　
（
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７
０
‐
２
３
９
２　

字
長
尾
山
２
）
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‐
１
１
１
５

メ
ー
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※
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選

※
都
合
に
よ
り
変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す

　

大
規
模
な
地
震
が
発
生
し
た
際
、
水
の
確

保
は
重
要
な
課
題
で
す
。
災
害
時
に
使
用
で

き
る
水
を
確
保
す
る
た
め
、
「
災
害
時
生
活

用
水
協
力
井
戸
」
の
募
集
を
行
い
ま
す
。

募
集
内
容

　

町
内
に
井
戸
を
お
持
ち
で
、
災
害
時
に
飲

　

料
水
以
外
の
生
活
用
水
と
し
て
、
井
戸
水

　

提
供
に
ご
協
力
い
た
だ
け
る
人

※
平
成
30
年
度
以
前
に
申
請
し
た
人
は
除
く

申
込
み　

９
月
30
日（
月
）ま
で
に
、
役
場
防

　

災
交
通
課
へ

　

知
多
教
育
事
務
所
で
は
、
知
多
管
内
の
小

中
学
校
の
産
休
・
育
休
・
療
休
補
充
等
の
講

師
の
登
録
を
受
付
け
て
い
ま
す
。

対
象　

小
学
校
ま
た
は
中
学
校
の
教
員
免
許

　

状
を
取
得
も
し
く
は
取
得
見
込
み
の
人

内
容　

常
勤
講
師
あ
る
い
は
非
常
勤
講
師
と

　

し
て
、
児
童
・
生
徒
の
指
導

勤
務
条
件

　

◎
勤
務
地　

知
多
地
方
の
５
市
５
町
の
小

　
　

中
学
校

　

◎
常
勤
講
師　

１
日
７
時
間
45
分
勤
務
、

　
　

賃
金
は
経
験
に
応
じ
て
決
定

　

町
民
の
み
な
さ
ん
の
ご
意
見
や
ご
提
案
を

お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

日
時　

９
月
25
日（
木
）15
時
00
分
～
16
時
30
分

　
（
１
グ
ル
ー
プ
25
分
間
）

場
所　

役
場　

２
階
第
４
会
議
室

対
象　

町
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
個
人
ま

　

た
は
グ
ル
ー
プ
。
１
グ
ル
ー
プ
３
人
以
内

申
込
み　

９
月
13
日（
金
）15
時
00
分
ま
で
に
、

　

対
談
内
容
、
氏
名
、
住
所
（
勤
務
先
・
通

　

学
先
）
、
電
話
番
号
、
参
加
人
数
、
希
望

　

時
間
を
記
入
の
上
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
電

　

話
、
郵
送（
必
着
）、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
メ
ー
ル
、

　

来
庁
の
い
ず
れ
か
に
よ
り
役
場
秘
書
広
報

　

課
へ

　

◎
非
常
勤
講
師　

週
10
～
20
時
間
程
度
の

　
　

勤
務
、
時
給
２
，９
４
０
円

※
勤
務
時
間
数
に
よ
り
社
会
保
険
、
雇
用
保

　

険
に
加
入
し
て
い
た
だ
き
ま
す

申
込
み　

横
３
㎝
×
縦
４
㎝
の
顔
写
真
を
持

　

参
し
、
平
日
の
９
時
00
分
～
17
時
00
分
の

　

間
に
、
知
多
教
育
事
務
所
へ

　
（
半
田
市
出
口
町
１
‐
36
）

　
☎
21
‐
８
１
１
１（
内
線
２
７
４
）

　

セ
ン
ト
レ
ア
が
近
い
知
多
半
島
な
ら
で
は

の
、
新
し
い
旅
の
形「
日
帰
り
ヒ
コ
ー
キ
」で
、

新
し
い
時
間
の
使
い
方
を
楽
し
ん
で
み
ま
せ

ん
か
。

日
時　

10
月
15
日（
火
）～
11
月
15
日（
金
）の

　

内
１
日

内
容　

右
記
期
間
内
に
日
帰
り
で
セ
ン
ト
レ

　

ア
発
着
便
を
利
用
し
て
日
帰
り
ヒ
コ
ー
キ

　

を
体
験

定
員　

８
人
程
度

※
申
込
み
多
数
の
場
合
は
抽
選

申
込
み　

９
月
17
日（
火
）ま
で
に
、
左
記
の

　

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
申
込
み

問
合
せ　

役
場
企
画
政
策
課

※
詳
し
く
は「
日
帰
り
ヒ
コ
ー
キ
」で
検
索
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町
長
談
話
室
へ
よ
う
こ
そ

小
中
学
校
の
常
勤
・
非
常
勤
講
師
登
録

災
害
時
生
活
用
水
協
力
井
戸

武
豊
町
×
セ
ン
ト
レ
ア
合
同
企
画

日
帰
り
ヒ
コ
ー
キ
無
料
体
験

※広報たけとよへ掲載する広告を募集しています。お問合せは役場企画政策課まで
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定
員　

10
人（
申
込
み
順
）

申
込
み　

９
月
９
日（
月
）か
ら
、
役
場
学
校

　

教
育
課
へ

日
時　

10
月
４
日（
金
）10
時
30
分
～
11
時
30
分

場
所　

南
部
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

対
象　

０
歳
児
と
そ
の
保
護
者（
町
内
在
住
）

内
容　

ス
キ
ン
シ
ッ
プ
を
通
し
て
親
子
の
絆

　

を
深
め
る

講
師　

山や
ま

田だ

直な
お

子こ

さ
ん

定
員　

20
組（
申
込
み
順
）

申
込
み　

９
月
13
日（
金
）か
ら
、
南
部
子
育

　

て
支
援
セ
ン
タ
ー「
わ
く
わ
く
」へ

　

☎
72
‐
０
７
７
８

日
時　

10
月
３
日（
木
）10
時
30
分
～
12
時
00
分

場
所　

中
央
公
民
館　

２
階
第
３
・
４
会
議
室

対
象　

妊
婦
・
子
育
て
中
の
親

内
容　

子
育
て
に
ア
ロ
マ
セ
ラ
ピ
ー
を
取
り

　

入
れ
て
み
ま
せ
ん
か
。
子
育
て
に
関
す
る

　

座
談
会
も
行
い
ま
す

講
師　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人　
Ｓ
ｍ
ｉ
ｌ
ｅ
ｙ　
Ｄ
ｒ
ｅ
ａ
ｍ

定
員　

15
人（
申
込
み
順
）

料
金　

１
０
０
円（
当
日
集
め
ま
す
）

申
込
み　

９
月
３
日（
火
）８
時
30
分
か
ら
、

　

役
場
生
涯
学
習
課
へ

※
電
話
申
込
み
可

※
キ
ッ
ズ
ス
ペ
ー
ス
あ
り

　
「
フ
レ
イ
ル
っ
て
何
？
」「
介
護
い
ら
ず
の

秘
訣
は
？
」
等
、
町
内
の
病
院
で
働
く
リ
ハ

ビ
リ
の
先
生
が
教
え
て
く
れ
ま
す
。

日
時

　

①
10
月
16
日（
水
）13
時
30
分
～
15
時
00
分

　

②
10
月
18
日（
金
）13
時
30
分
～
15
時
00
分

場
所　

①
東
大
高
公
民
館　

②
保
健
セ
ン
タ
ー

対
象　

町
内
在
住
で
65
歳
以
上
の
人

内
容　

フ
レ
イ
ル
に
つ
い
て
の
お
話
と
フ
レ

　

イ
ル
チ
ェ
ッ
ク

定
員　

30
人（
申
込
み
順
）

料
金　

無
料

申
込
み　

９
月
５
日（
木
）か
ら
、
地
域
包
括

　

支
援
セ
ン
タ
ー
へ
☎
74
‐
３
３
０
５

※
両
日
と
も
同
じ
内
容
で
す
。
ど
ち
ら
か
の

　

日
程
を
選
ん
で
お
申
込
み
く
だ
さ
い

　

ブ
ラ
ジ
ル
文
化
に
ふ
れ
な
が
ら
、
ポ
ル
ト

ガ
ル
語
を
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

日
時　

10
～
12
月
の
第
１
・
３
水
曜
日

　
　
　

18
時
30
分
～
19
時
30
分

場
所　

中
央
公
民
館　

第
１
・
２
会
議
室

※
11
月
６
日
の
み
第
３
・
４
会
議
室

対
象　

20
歳
以
上
の
人

内
容

　

◎
あ
い
さ
つ
や
日
常
会
話
レ
ベ
ル
の
語
学

　
　

講
座

　

◎
簡
単
な
文
化
紹
介（
音
楽
、
料
理
等
）

講
師　

マ
ル
チ
ン
ス
・
ユ
ウ
ジ（
国
際
交
流
員
）

　

現
在
、
相
続
で
争
い
が
お
き
な
い
よ
う
、

全
国
で
10
万
人
を
超
え
る
人
々
が
公
正
証
書

に
よ
る
遺
言
を
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

法
律
の
専
門
家
で
公
務
員
の
公
証
人
は
、

遺
言
の
内
容
を
書
面
に
し
ま
す
。
そ
の
原
本

は
、
公
証
役
場
で
保
管
さ
れ
ま
す
の
で
、
紛

失
・
破
棄
の
心
配
も
あ
り
ま
せ
ん
。

　

公
証
週
間
中
は
平
日
お
よ
び
、
土
曜
日
に

相
談
会
を
開
催
し
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
お
気
軽

に
お
越
し
く
だ
さ
い
。
電
話
で
の
相
談
も
応

じ
ま
す
。

日
時

　

①
10
月
１
日（
火
）～
４
日（
金
）、

　
　

７
日（
月
）9
時
00
分
～
17
時
00
分

　

②
10
月
５
日（
土
）10
時
00
分
～
16
時
00
分

場
所　

半
田
公
証
役
場

　
（
半
田
市
宮
路
町
２
７
３　

柊
ビ
ル
２
階
）

内
容　

遺
言
、
高
齢
者
の
任
意
後
見
、
離
婚

　

に
関
す
る
取
り
決
め
等

料
金　

無
料

問
合
せ　

愛
知
公
証
人
会
事
務
局
（
半
田
公

　

証
役
場
内
）
☎
22
‐
１
５
５
１

※広報たけとよへ掲載する広告を募集しています。お問合せは役場企画政策課まで

育
児
講
座
「
ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ
」

子
育
て
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
講
座

国
際
交
流
員
に
よ
る
ポ
ル
ト
ガ
ル
講
座

フ
レ
イ
ル
予
防
教
室
～
知
っ
て
得
す
る

介
護
い
ら
ず
の
秘
訣
教
え
ま
す
～

10
月
１
日
～
７
日
は
「
公
証
週
間
」

～
老
後
の
安
心
、
そ
れ
は
遺
言
で
～

日
時　

９
月
13
日（
金
）10
時
00
分
～
12
時
00
分

場
所　

ゆ
め
た
ろ
う
プ
ラ
ザ　

輝
き
ホ
ー
ル

対
象　

町
内
在
住
の
60
歳
以
上
の
人

講
師　

笑
い
ヨ
ガ
ク
ラ
ブ　

笑
っ
知
多

　

リ
ー
ダ
ー　

伊い

藤と
う

彰あ
き
らさ
ん

　

テ
ィ
ー
チ
ャ
ー　

佐さ

藤と
う

真ま

由ゆ

美み

さ
ん

料
金　

無
料

問
合
せ　

役
場
生
涯
学
習
課

◎
１
日
目

日
時　

９
月
８
日（
日
）10
時
00
分
～
12
時
00
分

内
容

　

①
屋
敷
、
建
物
の
一
般
公
開

　

②
地
域
交
流
の
場「
お
い
で
ぁ
三
井
家
」

　
　

茶
話
会
、
健
康
体
操
、
手
芸
、
昔
の
遊

　
　

び
等

料
金　

①
無
料
②
茶
話
会
は
１
０
０
円

◎
２
日
目

日
時　

９
月
22
日（
日
）10
時
00
分
～
15
時
00
分

内
容

　

①
屋
敷
、
建
物
の
一
般
公
開

　

②
三
井
家
古
文
書
を
楽
し
む
会

　
　
（
10
時
30
分
～
11
時
10
分
）

　
　

お
題
は
「
知
多
半
島
と
古
地
震
等
自
然

　
　

災
害
」

解
説　

中な
か

川が
わ

清き
よ

宏ひ
ろ

さ
ん

料
金　

①
②
無
料

共
通
事
項

場
所　

三
井
家
住
宅（
字
上
ケ
２
）

※
公
共
交
通
機
関
・
徒
歩
で
お
越
し
く
だ
さ
い

問
合
せ　

歴
史
民
俗
資
料
館
☎
73
‐
４
１
０
０

日
時　

①
10
月
６
日（
日
）②
10
月
13
日（
日
）

　
　
　

③
11
月
24
日（
日
）

場
所　

①
愛
知
大
学
豊
橋
キ
ャ
ン
パ
ス

　
　
　
（
豊
橋
市
町
畑
町
１
‐
１
）

　
　
　

②
③
名
古
屋
工
学
院
専
門
学
校

　
　
　
（
名
古
屋
市
熱
田
区
神
宮
４
‐
７
‐
21
）

内
容　

甲
種
、
乙
種
第
１
～
６
種
、
丙
種

料
金　

甲
種
６
，５
０
０
円
、

　

乙
種
４
，５
０
０
円
、
丙
種
３
，６
０
０
円

電
子
申
請　

左
記
期
間
中
に
、
一
般
財
団
法

　

人
消
防
試
験
研
究
セ
ン
タ
ー
愛
知
県
支
部

　

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
よ
り

　

①
②
８
月
31
日（
土
）～
９
月
９
日（
月
）

　

③
10
月
12
日（
土
）～
21
日（
月
）

書
面
申
請　

左
記
期
間
中
に
、
一
般
財
団
法

　

人
消
防
試
験
研
究
セ
ン
タ
ー
愛
知
県
支
部

　

へ
郵
送
ま
た
は
持
参
。
申
込
書
は
、
最
寄

　

り
の
消
防
署
、
県
民
事
務
所
等
で
配
布

　

①
②
９
月
３
日（
火
）～
12
日（
木
）

　

③
10
月
15
日（
火
）～
24
日（
木
）

問
合
せ　

一
般
財
団
法
人
消
防
試
験
研
究
セ

　

ン
タ
ー
愛
知
県
支
部

　

☎
０
５
２
‐
９
６
２
‐
１
５
０
３

日
時　

10
月
11
日（
金
）13
時
30
分
～
15
時
30
分

場
所　

半
田
保
健
所

　
（
半
田
市
出
口
町
１
‐
45
‐
４
）

対
象　

膠
原
系
難
病
患
者
・
家
族

内
容

　

①
講
演
「
膠
原
病
の
理
解
と
療
養
生
活
の

　
　

ポ
イ
ン
ト
」

　

②
体
験
談「
膠
原
病
と
の
付
き
合
い
方
」

講
師

　

①
鈴す

ず

木き

雅ま
さ

司し

さ
ん
（
藤
田
医
科
大
学
病
院

　
　

リ
ウ
マ
チ
・
膠
原
病
内
科
医
師
）

　

②
池い

け

乗の
り

あ
ず
さ
さ
ん
（
全
国
膠
原
病
友
の

　
　

会
愛
知
県
支
部
支
部
長
）

申
込
み　

10
月
４
日（
金
）ま
で
に
、
半
田
保

　

健
所
健
康
支
援
課
へ
☎
21
‐
３
３
５
４

日
時　

10
月
９
日（
水
）14
時
00
分
～
15
時
30
分

場
所　

半
田
保
健
所　

４
階
大
会
議
室
、
２

　

階
中
会
議
室（
半
田
市
出
口
町
１
‐
45
‐
４
）

対
象　

半
田
保
健
所
管
内
に
在
住
の
こ
こ
ろ

　

の
病
気
を
抱
え
る
人
の
ご
家
族

内
容　

講
演「
障
害
年
金
の
仕
組
み
に
つ
い
て
」

講
師　

半
田
年
金
事
務
所
職
員

申
込
み　

10
月
２
日（
水
）ま
で
に
、
半
田
保

　

健
所
健
康
支
援
課
こ
こ
ろ
の
健
康
推
進
グ

　

ル
ー
プ
へ
☎
21
‐
３
３
４
０

三
井
家
住
宅
一
般
公
開
日（
９
月
）

危
険
物
取
扱
者
試
験

膠こ

う

原げ

ん

系
難
病
患
者
家
族
教
室

精
神
保
健
福
祉
家
族
教
室

第
４
回 
福
寿
大
学

　
　
～
笑
い
ヨ
ガ
体
験
会
～

※広報たけとよへ掲載する広告を募集しています。お問合せは役場企画政策課まで
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日
時　

10
月
１
日（
火
）13
時
00
分
～
16
時
00
分

場
所　

役
場
２
階　

第
２
・
３
会
議
室

内
容

　

◎
相
続
・
遺
言
・
売
買
・
贈
与
等
に
関
す

　
　

る
登
記
相
談

　

◎
会
社
の
設
立
・
増
資
等
の
登
記
相
談

　

◎
簡
易
裁
判
所
で
の
民
事
訴
訟
、
多
重
債

　
　

務
に
関
す
る
法
律
相
談
（
認
定
司
法
書

　
　

士
）

　

◎
自
己
破
産
そ
の
他
、
裁
判
所
へ
の
申
立

　
　

書
類
に
関
す
る
相
談

　

◎
成
年
後
見
制
度
に
関
す
る
相
談

相
談
員　

県
司
法
書
士
会
半
田
支
部
会
員

問
合
せ　

県
司
法
書
士
会
半
田
支
部

　

☎
32
‐
８
８
９
５

日
時　

10
月
11
日（
金
）14
時
30
分
～
15
時
30
分

場
所　

半
田
保
健
所

　
（
半
田
市
出
口
町
１
‐
45
‐
4
）

対
象　

膠
原
系
難
病
で
療
養
上
の
不
安
の
あ

　

る
人
、
膠
原
系
難
病
で
は
な
い
か
と
ご
心

　

配
の
人
等

相
談
員　

リ
ウ
マ
チ
・
膠
原
病
内
科
専
門
医

定
員　

２
組

※
定
員
超
過
の
場
合
は
、
調
整
の
上
ご
連
絡

　

し
ま
す

費
用　

無
料

申
込
み　

９
月
９
日（
月
）10
時
00
分
～
20
日

　
（
金
）の
間
に
、
半
田
保
健
所
健
康
支
援
課

　

へ
☎
21
‐
３
３
５
４

　

７
月
２
日（
火
）に
知
多
カ
ン
ト
リ
ー
倶
楽

部
に
お
い
て
、「
祝
武
豊
町
制
65
周
年
」第
31

回
武
豊
町
民
ふ
れ
あ
い
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
ゴ
ル

フ
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

町
内
外
か
ら
１
６
７
人
が
参
加
し
、
チ
ャ

リ
テ
ィ
ー
金
４
３
２
，３
７
８
円
が
集
ま
り

ま
し
た
。
こ
の
お
金
は
、
寄
附
金
と
し
て
武

豊
町
社
会
福
祉
協
議
会
へ
贈
ら
れ
ま
し
た
。

寄
附
者

　

武
豊
町
民
ふ
れ
あ
い
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
ゴ
ル
フ

　

大
会
実
行
委
員
会
様　
　

３
０
２
，３
７
８
円

　

知
多
カ
ン
ト
リ
ー
倶
楽
部
様

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

１
０
０
，０
０
０
円

　

知
多
グ
リ
ー
ン
倶
楽
部
様　

２
　

０
，０
０
０
円

　

優
勝
者　

竹た
け

内う
ち

健け
ん

二じ

さ
ん　

１
　

０
，０
０
０
円

問
合
せ　

役
場
企
画
政
策
課（
大
会
事
務
局
）

下
水
道　

見
え
な
い
し
ご
と
に　

金
メ
ダ
ル

　

下
水
道
の
日
は
、
国
土
交
通
省
、
環
境
省
、

都
道
府
県
、
市
町
村
等
が
下
水
道
に
つ
い
て

の
理
解
と
、
下
水
道
の
普
及
を
促
進
す
る
た

め
の
日
で
す
。

　

９
月
６
日（
金
）～
12
日（
木
）に
、
役
場
上

下
水
道
課
に
て
、
啓
発
グ
ッ
ズ
等
を
無
料
配

布
し
ま
す
。（
土
・
日
曜
日
を
除
く
）

問
合
せ　

役
場
上
下
水
道
課

　

日
ご
ろ
か
ら
の
備
え
の
点
検
と
、
い
ざ
と

い
う
時
の
身
を
守
る
行
動
、
避
難
所
で
の
行

動
等
を
訓
練
し
ま
す
。
多
く
の
み
な
さ
ん
の

ご
参
加
を
お
願
い
し
ま
す
。
詳
し
く
は
、
広

報
た
け
と
よ
10
月
１
日
号
に
掲
載
し
ま
す
。

①
全
体
避
難
訓
練

日
時　

10
月
27
日（
日
）９
時
00
分
～
９
時
30
分

場
所　

町
内
全
域

内
容　

地
震
・
津
波
か
ら
身
を
守
る
行
動
、

　

一
時
避
難
場
所
へ
の
避
難
、
安
否
確
認

②
避
難
所
開
設
訓
練
等

時
間　

10
月
27
日（
日
）９
時
10
分
～
11
時
30
分

場
所　

緑
丘
小
学
校

内
容　

避
難
所
開
設
、
倒
壊
家
屋
か
ら
の
救

　

出
訓
練

問
合
せ　

役
場
防
災
交
通
課

ひ
と
り
じ
ゃ
な
い
よ
。
ひ
と
り
に
し
な
い
よ
。

　
「
ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー
」と
は
、
自
殺
の
危
険

を
示
す
サ
イ
ン
に
気
づ
き
、
声
を
か
け
、
話

を
聞
い
て
、
必
要
な
支
援
に
つ
な
げ
、
見
守

る「
命
の
門
番
」で
す
。
も
し
、
あ
な
た
の
周

り
の
人
が「
い
つ
も
と
違
う
」こ
と
に
気
づ
い

た
と
き
は
、
声
を
か
け
て
み
ま
せ
ん
か
。

心
の
悩
み
相
談

　

あ
い
ち
こ
こ
ろ
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
３
６
５

　
☎
０
５
２
‐
９
５
１
‐
２
８
８
１

受
付
時
間　

９
時
00
分
～
16
時
30
分

問
合
せ　

役
場
福
祉
課

　
　
　
　

半
田
保
健
所
☎
21
‐
３
３
４
１

町
一
斉
防
災
訓
練
を
行
い
ま
す

第
31
回
武
豊
町
民
ふ
れ
あ
い
チ
ャ
リ

テ
ィ
ー
ゴ
ル
フ
大
会
の
報
告
と
お
礼

　

②
補
装
具
費
の
支
給
を
行
う
際
の
代
理
受

　
　

領
の
受
託
業
者
と
し
て
、
本
町
に
登
録

　
　

の
あ
る
業
者
が
作
成
し
た
見
積
書

　

③
助
成
対
象
児
童
の
属
す
る
世
帯
員
全
員

　
　

の
市
町
村
民
税
所
得
割
額
を
確
認
で
き

　
　

る
書
類
（
公
簿
等
に
よ
り
確
認
す
る
こ

　
　

と
が
で
き
な
い
場
合
に
限
る
）

　

④
そ
の
他
町
長
が
必
要
と
認
め
る
書
類

　

⑤
認
印

申
込
み　

役
場
福
祉
課
へ

　

半
田
交
通
安
全
協
会
は
、
半
田
警
察
署
管

内
各
地
域
の
安
全
・
安
心
で
住
み
良
い
交
通

環
境
の
確
保
を
目
指
し
て
活
動
す
る
非
営
利

団
体
で
す
。

　

半
田
警
察
署
で
の
免
許
更
新
時
に
頂
く
、

安
全
協
会
へ
の
協
力
金（
５
０
０
円
）が
、
交

通
安
全
活
動
に
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

交
通
マ
ナ
ー
を
向
上
さ
せ
、
悲
惨
な
交
通

事
故
を
な
く
す
た
め
交
通
安
全
活
動
の
ご
理

解
と
活
動
へ
の
参
加
、
免
許
更
新
時
の
協
力

金
へ
の
賛
同
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
合
せ　

半
田
交
通
安
全
協
会

　
☎
22
‐
８
０
５
６

　

身
体
障
害
者
手
帳
の
交
付
対
象
と
な
ら
な

い
難
聴
児
の
補
聴
器
の
購
入
に
係
る
費
用
、

修
理
に
係
る
費
用
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

助
成
対
象
児
童
（
全
て
を
満
た
す
こ
と
）

　

①
武
豊
町
に
住
所
を
有
し
て
い
る

　

②
申
請
日
に
お
い
て
18
歳
未
満
で
あ
る

　

③
聴
力
レ
ベ
ル
が
、
両
耳
と
も
30
デ
シ
ベ

　
　

ル
以
上
で
、
身
体
障
害
者
手
帳
の
交
付

　
　

の
対
象
で
は
な
い

　

④
補
聴
器
の
装
用
に
よ
り
、
言
語
の
習
得

　
　

等
一
定
の
効
果
が
期
待
で
き
る
と
、
指

　
　

定
医
師
に
よ
り
判
断
さ
れ
た
人

　

⑤
対
象
児
童
の
属
す
る
世
帯
員
の
う
ち
、

　
　

い
ず
れ
の
者
も
助
成
金
の
交
付
申
請
を

　
　

行
う
月
の
属
す
る
年
度
（
４
～
６
月
は

　
　

前
年
度
）
に
お
け
る
市
町
村
民
税
所
得

　
　

割
の
額
が
46
万
円
以
上
で
な
い

　

⑥
対
象
児
童
が
他
の
制
度
に
よ
り
補
聴
器

　
　

購
入
費
等
に
係
る
費
用
の
助
成
を
受
け

　
　

て
い
な
い

助
成
額　

上
限
額
の
範
囲
内
に
お
い
て
購
入

　

費
ま
た
は
修
理
費
の
３
分
の
２
（
千
円
未

　

満
は
切
り
捨
て
）

※
申
請
は
、
購
入
前
に
す
る
こ
と

※
医
師
意
見
書
の
取
得
等
に
係
る
費
用
は
申

　

請
者
負
担
と
す
る

※
詳
し
く
は
、
役
場
福
祉
課
へ
お
問
合
せ
く

　

だ
さ
い

申
請
に
必
要
な
も
の

　

①
医
師
意
見
書

　

南
海
ト
ラ
フ
地
震
等
の
大
規
模
広
域
災
害

が
発
生
し
た
時
に
は
、
外
部
か
ら
の
救
助
、

救
援
が
到
着
す
る
ま
で
は
、
地
域
に
よ
る
自

助
、
共
助
が
重
要
で
す
。
災
害
時
に
資
格
技

能
を
活
か
し
て
ご
活
躍
い
た
だ
く
こ
と
を
主

た
る
目
的
と
し
て
、
災
害
時
の
協
力
に
つ
い

て
の
意
向
調
査
と
、
災
害
対
応
研
修
会
を
実

施
い
た
し
ま
す
。

対
象　

保
健
師
・
助
産
師
・
看
護
師
・
准
看

　

護
師
の
免
許
を
お
持
ち
の
人
で
、
現
在
就

　

業
さ
れ
て
い
な
い
人

事
業
主
催　

日
本
福
祉
大
学

共
催　

武
豊
町
、
知
多
６
市
町

問
合
せ　

保
健
セ
ン
タ
ー
☎
72
‐
２
５
０
０

　

日
本
福
祉
大
学
看
護
学
部

　

☎
０
５
６
２
‐
39
‐
３
８
１
１

※
詳
し
く
は
左
記
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
ご
参
照
く

　

だ
さ
い

救
命
は　

初
め
の
５
分
が　

勝
負
の
決
め
手

　

心
肺
停
止
し
た
人
が
助
か
る
確
率
は
１
分

間
に
10
％
ず
つ
低
下
し
ま
す
。
救
急
隊
だ
け

で
助
け
る
こ
と
の
で
き
る
命
に
は
限
り
が
あ

り
、
助
け
る
た
め
に
は
あ
な
た
の
協
力
が
必

要
で
す
！
家
族
や
大
切
な
人
、
近
所
に
住
む

人
を
助
け
る
た
め
に
も
学
び
ま
せ
ん
か
？

　

知
多
中
部
広
域
事
務
組
合
消
防
本
部
で
は
、

定
期
的
に「
救
命
講
習
」を
開
催
し
て
い
ま
す
。

み
な
さ
ん
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

問
合
せ　

知
多
中
部
広
域
事
務
組
合
消
防
本

　

部
武
豊
支
署
☎
73
‐
０
１
１
９

※
詳
し
く
は
、
知
多
中
部
広
域
事
務
組
合
消

　

防
本
部
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い

軽
度
・
中
等
度
難
聴
児
の
補
聴
器

購
入
費
等
を
助
成
し
ま
す

看
護
職
免
許
を
お
持
ち
の
人
へ

意
向
調
査
と
災
害
対
応
研
修
会
の
実
施

救
急
医
療
週
間
　

９
月
８
日（
日
）～
14
日（
土
）

※広報たけとよへ掲載する広告を募集しています。お問合せは役場企画政策課まで※広報たけとよへ掲載する広告を募集しています。お問合せは役場企画政策課まで

膠こ
う

原げ
ん

系
難
病
医
療
相
談

司
法
書
士
の
無
料
相
談
会

「
下
水
道
の
日
」
９
月
10
日（
火
）

「
自
殺
予
防
週
間
」
９
月
10
日
（
火
）
～
16
日
（
祝
）

半
田
交
通
安
全
協
会
か
ら
の
お
願
い
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災害時のトイレ問題について、

考えておきましょう！！

★あなたが写っている写真があったらさしあげます。
　(L判１人１枚)役場秘書広報課までお越しください

献血ってなんだろう？

　思いやりセンターにて、「親子で学ぶ夏休み親子
血液教室」が行われました。
　小学校４～６年生の親子13組が参加し、血液の
しくみや献血の大切さを学んだり、緊急車両の乗車
体験等が行われました。血液型判定では、看護師が
耳たぶから採血し、目の前で結果が出るのを興味深
く見学しました。今日学んだことが、いのちのつな
がりを感じるきっかけになればと思います。

華やかな祭りが同時開催！

　10月 13日（日）に開催される「第６回武豊ふ
れあい山車まつり」のポスターが完成し、同日に
開催される「第三回とこなめ山車まつり」と合同
でお披露目をしました。
　隣接する市町で同日に山車まつりが開催される
ため、今後合同でPRを行う等様々な連携を計画
しています。10月 13日はぜひ、２つの山車ま
つりをお楽しみください。

　災害用トイレ等のメーカーである株式会社ケン
ユーと「災害時等における災害用トイレ等の供給
に関する協定」を愛知県内で初めて締結しました。
　また、協定に先立ち、６月30日（日）に行われ
た防災リーダーフォローアップ講座では、町で備
蓄を始めた携帯トイレについてご講義をいただき
ました。参加者たちは、非常食等と併せてトイレ
用品の備蓄の必要性を感じている様子でした。

月
8/

月

火

7/

7/

29

30
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国際交流員 マルチンス・ユウジの活動レポート Y u ji's  Re p o r tY u ji's  Re p o r t

※広報たけとよへ掲載する広告を募集しています。お問合せは役場企画政策課まで

Olá, pessoal! ( みなさん、こんにちは )

　武豊町で国際交流員として活動している、ブラジル出身のマルチンス・
ユウジです。このコーナーでは、私の日々の活動や日本とブラジルの文
化の違い等をレポートします。

　ブラジル人は日本で書類に名前を記入する際に、名前が長すぎて欄に
入らなかったり、名前と苗字の順番が分かりづらいことが多いです。日
本では、姓名の構成が苗字・名前の順で表記されます。また、婚姻の際
は、妻が夫の苗字を称することが習慣的です。
　ブラジルの場合は、名前・苗字の順で表記され、複数の姓と名を持つのが普通です。婚姻後に、妻が
夫の苗字に変えるのではなく、夫の苗字を自分の苗字に付け加えるのです。その間に生まれた子は両親
の苗字になります。また、祖父母の苗字もつける人も少なくありません。そのため、フルネームが長く

なってしまいます。
　ブラジル人でも驚くほど長い名前を持つブラジル人がいます。その1人
が、ブラジルの皇帝「ドン・ペドロ２世」です。フルネームは「ペドロ・デ・
アウカンタラ・ジョアン・カルロス・レオポウド・サウバドール・ビビアノ・
フランシスコ・シャビエル・デ・パウラ・レオカージオ・ミゲル・ガブリエル・
ラファエル・ゴンザーガ」です。すごいですよね。名前の付け方にも文化
の違いがあるとは思いませんでした。

問合せ  役場学校教育課


